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論文の内容の要旨
ユレモ自(Oscillatoriales)は地球上のあらゆるところに生息する糸状藍藻類で、あり、糸状体が分校しない
こと、アキネートやヘテロシストと称する分化細胞を持たないことで特徴づけられる。 Anagnostidis& 
Komむek(1988)は細胞内におけるガス抱(藍藻の浮上を制御する細胞内タンパク接合体)の有無を重要視し、
ユレモ自の分類学的再編を行った。とくにガス砲を持つ淡水性のユレモ類は中・富栄養淑沼においてしばし
ば大量発生し、また一部は藍藻毒(シアノトキシン)を放出する等の水環境問題を引き起こすことから、世
界中でその動態を解明するための研究が行われている。
その一方、ガス胞を持つ淡水性ユレモ類の分類はかなり混乱した情況にあり、分類学的再編の途上にある。
その大きな理由のーっとして、最近の分子系統研究が既存の分類体系の系統進化を反映していないことを明
らかにしたことが挙げられる。 Sudaet al. (2002)は、ガス胞を有する淡水産ユレモ類について、分子系統
を含む多棺的分類研究を行い、 3属 5種を記載した。しかしながら、現在ユレモ自の分類学の鍵となってい
るガス胞の有無についても、一部の種においては顕微鏡下におけるガス胞の識別が困難であり、その存在が
i凌味・不明なまま放宣されているという情況にある。ガス胞を持つユレモ類の多様性を理解するためには、
このような分類学的位賓が媛味な穫を多相的アプローチで調べ、新種記載等の適当な分類学的措置を行なう
などの継続的な努力が必要である。本研究においてはこの問題に取り組むため、ガス胞の存在が媛昧な種で
ある Oscillatonakawamurae 12株と非常に小さいガス胞を持つ新種と恩われるユレモ株を 5株、日本、ラオス、
ミャンマーから分離取得し、多棺分類学的研究を行うこととした。
新規種であると考えられる 5株は全て類似した形態を示し、 トリコーム(糸状体)は長さ 11.7-16.6μm、
群体をつくらずに単独で存在し、青緑色を呈した。色素の化学分析の結果、新規種はフイコシアニン、ブイ
コエリスリン、アロフイコシアニンを持っていることがわかった。この藍藻は二つのトリコームが絡み合う
構造をつくること、非常に小さなガス胞を持っていること、というこれまで藍藻ではほとんど知られていな
い2つの珍しい特徴を示した。透過型電子顕微鏡 (TEM)観察を行なってみたところ、他の藍藻で観察さ
れているガス胞とほぼ同様の特徴的な円柱の集合体構造が見られたo TEM観察によって、同種がユニーク
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なチラコイド膜の細胞内分布構造を持つこともわかった。脂質分析の結果、パルミチン酸 (C16: 0)がもっ
とも多く含まれていることがわかった。ガス胞遺伝子をターゲットとした PCR法によって増幅産物を得る
ことに成功し、 DNAデータバンクを用いた相向性検索から本種が確かにガス胞遺伝子を保有していること
が確認された。 PCR法によってこれら 5株の 16SrDNAの配列を取得したところ、全ての株が向ーの配列を
示した。 16SrDNAに基づく分子系統解析の結果、本種は他のガス胞を持つユレモ類 (Planktothrix属、
Planktothηcoides属)とは近縁性を示さず、最も近縁な配列は、ガス胞を持たないユレモ類である
Phormidium属の l株であった。この株との遺伝子の相向性は 94%弱と低く、また極めて小さいガス胞を持
つなどのユニークな特徴から、本種をユレモ自の新属新種Aerosakkonemafuniformeとして記載した。
一方、 G初wamuraeの分離株 12株は若干細胞サイズに変異が見られたものの、概して記載論文とほぼ同
様の形態を示した。光合成補助色素はフイコエリスリンとアロフィコシアニンの 2種が確認された。脂質分
析の結果、本種にはパルミチン酸 (C16: 0) がもっとも多く含まれていることがわかったo 0初wamurae
についてはその巨大な細胞構造のために TEM観察のための固定処理に完全には成功していないものの、不
鮮明ながら同様のガス胞類似構造が観察された。本種についてもガス胞遺伝子をターゲットとした PCR法
によって、ガス抱遺伝子を保有していることが確認された。 16SrDNAの配列を取得したところ、全ての株
が同一の配列を示した。 16SrDNAに基づく分子系統解析の結果、本種は向じ Oscillatoria属のoprincゆsとG
dψliseciaと近縁であることがわかり、 16SrDNA配列の栢向性はそれぞれ97.4%、 98.4%と高い鑑を示した。
現在の Oscillatoria属の定義に拠れば、ガス胞を含む種は Oscillatoria属に含めることができないため、 G
kawamurae はOsα:latoria属から分離することとなるが、 Oscillaton"a属のタイプ種である Opηncepsと遺伝子
の相向性が高く同属である可能性も除外できないため、現時点で G初wamuraeに対して新属を提唱するこ
とは時期尚早であると結論づけられた。
以上の結果、ガス胞を有する淡水産ユレモ類は、少なくとも 5属 (Aerosakkonema，Limnothrix， Oscillaon.a， 
Planktothrix， and Plantothηcoides)に分類することができることが判明した。
審査の結果の要旨
本研究により、湖沼においてしばしば大量発生して環境問題を引き起こすガス胞を持つ淡水性のユレモ類
に、新属新種Aerosakkonemafuniformeが発見され、国際植物命名規約にそって正式に記載され、国際藻類
学会誌Phycologiaで発表された。さらにガス胞の有無が不明であった Oscillatoria初開muraeにガス胞類似構
造とガス胞遺伝子が確認された。これによって、ガス胞を有する淡水産ユレモ類は少なくとも 5属
(Aerosakkonema， Limnothn.x， Oscilatria， Planktothrix， and Planktothricoides)に分類することができることが判明
し、藻類分類学分野および水環境学分野において画期的な知見を得ることができたと判断された。
平成 24年9丹13日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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